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第２ 章 東京都の状況 

１  人口等 

 

（ １ ）  東京都の児童人口の推計 

東京都における 0 ～1 9 歳ま での人口は、 令和 6 年１ 月時点で、 日本人が

2 ,0 0 7 ,4 7 8 人、 外国人が 8 2 ,0 4 7 人、 合計 2 ,0 8 9 ,5 2 5 人であり 、 都総務局

が令和 6 年 3 月に公表し た「 東京都世帯数の予測」 では、 令和 7 年（ 2 0 2 5

年） は 2 ,0 3 6 ,7 3 4 人、 令和 1 2 年（ 2 0 3 0 年） は 2 ,0 3 3 ,4 1 3 人、 令和 1 7

年（ 2 0 3 5 年） は 1 ,9 7 7 ,1 9 7 人（ 各年 1 0 月 1 日時点） と 予測さ れていま す。  

 
資料： 総務局「 東京都世帯数の予測」  

 

（ ２ ）  社会的養護のも と で育つ児童数の推移 

 こ こ 数年、 社会的養護の措置児童数は 4 ,0 0 0 人前後で推移し ていま す。  

 
※児童養護施設入所児童数及び乳児院入所児童数については各年度３ 月１ 日現在、 養育家庭等委託児 

童数及びフ ァ ミ リ ーホーム 委託児童数については、 各年度末現在 

資料： 福祉局 

2,119,120 

2,089,525 

2,036,734 2,033,413 

1,977,197 

1,850,000

1,900,000

1,950,000
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2,100,000

2,150,000
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２  里親等の状況 

 

（ １ ）  養育家庭等の登録数及び委託児童数の推移 

登録家庭数及び委託児童数は増加傾向ですが、 伸びは緩やかになっ ていま す。 

※登録家庭数： 養育家庭、 専門養育家庭、 親族里親、 養子縁組里親の合計で、 複数登録し ている 場合は重複を排除し    

て計上 

資料： 福祉局 

 

（ ２ ）  フ ァ ミ リ ーホーム設置数及び委託児童数の推移 

フ ァ ミ リ ーホームは、令和５ 年度末現在、 都内に３ ０ ホームあり 、う ち養育家

庭移行型フ ァ ミ リ ーホーム が 1 ９ ホーム、 法人型フ ァ ミ リ ーホームが１ １ ホー

ムと なっていま す。  

資料： 福祉局 

  

951
1036 1039

1154 1191

473 487 496 506 525

0

200

400

600

800

1000

1200

令和元年度 令和２ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度

（ 家庭・ 人）
登録数 委託児童数

令和元年度 令和２ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度

2 9 3 1 3 1 3 0 3 0

養育家庭移行型フ ァ ミ リ ーホーム 2 0 2 2 2 0 1 9 1 9

法人型フ ァ ミ リ ーホーム 9 9 1 1 1 1 1 1

1 7 4 1 8 6 1 8 6 1 8 0 1 8 0

1 2 4 1 3 2 1 2 2 1 2 7 1 2 0

区　 　 分

設置数

委託児童数

定員数
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（ ３ ）  里親等委託率の推移 

里親等委託率は上昇傾向ですが、 全国平均よ り も 低く 推移し ていま す。  

 

資料： 福祉局 

 

  

21.5
22.8 23.5 24.3

15.6 16.6 16.8 17.2 17.5
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令和元年度 令和２ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度

(% )

全国 東京都

※養育家庭等委託率＝養育家庭等・ ファ ミ リ ーホーム委託児童数／乳児院入所児童数+児童養護施設入所

児童数+養育家庭等・ フ ァ ミ リ ーホーム委託児童数

※全国の数値は「 社会的養護の現状について（ 厚生労働省） 」 によ る 。 （ 令和５ 年度は未発表）
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３  児童養護施設、 乳児院、 児童自立支援施設の状況 

 

（ １ ）  児童養護施設の入所児童数の推移 

 児童養護施設で生活する 児童数はこ こ 数年、 減少傾向で推移し ていま す。  

 
資料： 福祉局  

 

（ ２ ）  児童養護施設の小規模化の状況 

児童養護施設における 小規模化の状況は、令和６ 年９ 月１ 日現在で、グループ

ホームが 1 ,1 4 1 人と 児童養護施設定員の 3 5 .8 ％と なっていま す。 本体施設で

行っ ている 6 名以下のユニッ ト ケアと グループホームを合わせた小規模化の状

況と し ては、 児童養護施設全体の 6 0 .4 ％です。  

 

資料： 福祉局 

 

2,998 
2,908 2,905 2,865 

2,800 

2,000人

2,500人

3,000人

3,500人

令和元年度 令和2 年度 令和3 年度 令和4 年度 令和5 年度

グループホーム, 

1 ,1 4 1 人, 3 5 .8 %

小規模グループケア

ユニッ ト （ ６ 名） , 

7 8 6 人, 2 4 .6 %

小規模以外,

1 ,2 6 5 人, 3 9 .6 %

グループホーム

小規模グループケアユニッ ト （ ６ 名）

小規模以外
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（ ３ ）  グループホーム設置数の推移 

平成 1 7 年度に、 国から 児童養護施設の小規模化に関する 通知が発出さ れた

こ と も あり 、 大幅に増加し ま し たが、 近年、 伸びは緩やかになっ ていま す。  

 

 
資料： 福祉局 
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（ ４ ）  児童養護施設における 個別的ケアが必要な児童の入所状況 

個別的なケアが必要な児童の割合はこ こ 数年、 増加傾向で推移し ていま す。  

ま た、 令和 5 年度における 個別的ケアが必要な児童の状況では服薬管理等が

必要な児童の割合が高く なっ ていま す。  

 

資料： 福祉局 

 

資料： 福祉局 

67.7%
75.3% 75.8% 72.0%

81.3%
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過去５ か年における 個別的ケアが必要な児童の割合
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※個別的ケアが必要な児童の総数： 2 ,1 0 6 人

令和５ 年度における 個別的ケアが必要な児童の状況複数回答あり
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（ ５ ）  乳児院在籍児童の障害等の状況 

個別的なケアが必要な児童の割合はこ こ 数年、 緩やかに増加し ていま す。  

ま た、 令和 5 年度における 障害等の状況では身体障害を 抱えている 児童の割

合が高く なっ ていま す。  

資料： 福祉局 

 

 

資料： 福祉局 
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※個別的ケアが必要な児童の総数： 1 9 2 人

令和５ 年度における 乳児院在籍児童の障害等の状況複数回答あり
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（ ６ ）  乳児院の小規模化の状況 

乳児院の中で４ 人から ６ 人ま での小規模で家庭的な運営を 行う ユニッ ト は、

全体の 6 0 % と なっ ていま す。  

 

資料： 福祉局 

 

（ ７ ）  児童自立支援施設における ケアニーズの高い児童の状況 

児童自立支援施設では、被虐待経験を 有する 児童や、 精神障害、 発達障害等の

課題を 抱え、 個別・ 専門的な対応が必要な児童が増加傾向にあり ま す。  

 

資料： 福祉局 

令和５ 年４ 月１ 日現在 
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４  自立支援の状況 

 

（ １ ）  進路状況 

令和５ 年３ 月に卒業し た 児童で、 高等学校等進学率は、 児童養護施設で

9 7 .4 ％、 児童自立支援施設で 8 9 .3 % 、 里親で 1 0 0 % と なっ ていま す。 ま た、

大学等進学率は、 児童養護施設で 2 8 .3 ％、 自立援助ホームで 2 6 .1 ％、 里親で

4 2 .9 ％と なっ ていま す。  

 
 

（ ２ ）  進学し た学校における 在籍・ 卒業状況 

児童養護施設等、社会的養護の下で育っ た方が、退所後に進学し た学校等を 卒

業前に退学し た割合は、 1 4 .0 ％と なっ ていま す。  
（ 単位： ％）  

続けて在籍し ている  中途退学し た 卒業し た 

3 5 .2  1 4 .0  5 0 .8  
資料：「 東京都における 児童養護施設等退所者の実態調査」（ 令和４ 年１ 月）  

 

（ ３ ）  離職状況 

退所後に就いた最初の仕事を「 すでに辞めている 」 と 回答し た方（ 1 2 6

人） の約４ 割が、 １ 年未満で辞めていま す。  
（ 単位： ％）  

～６ か月未満 ６ か月～１ 年未満 １ ～３ 年未満 ３ 年以上 

3 1 .8  1 1 .1  4 5 .2  1 1 .9  

資料：「 東京都における 児童養護施設等退所者の実態調査」（ 令和４ 年１ 月）  

◎中学校卒業児童

東京都 189人 179人 94.7% 5人 2.6% 184人 97.4% 0人 0.0% 5人 2.6%

全国 2,079人 1,971人 94.8% 47人 2.3% 2,018人 97.1% 30人 1.4% 31人 1.5%

東京都 28人 25人 89.3% 0人 0.0% 25人 89.3% 2人 7.1% 1人 3.6%

全国 368人 318人 86.4% 8人 2.2% 326人 88.6% 11人 3.0% 31人 8.4%

里親 東京都 21人 21人 100.0% 0人 0.0% 21人 100.0% — — — —

東京都 107,133人 105,701人 98.7% 528人 0.5% 106,229人 99.2% 94人 0.1% 810人 0.7%

全国 1,103千人 1,089千人 98.7% 4千人 0.4% 1,093人 99.1% 2千人 0.2% 8千人 0.7%

◎高等学校卒業児童

在籍児童 24人 13.3% 14人 7.8% 38人 21.1% 16人 8.9% 8人 4.5%

退所児童 27人 15.0% 36人 20.0% 63人 35.0% 49人 27.2% 6人 3.3%

計 51人 28.3% 50人 27.8% 101人 56.1% 65人 36.1% 14人 7.8%

在籍児童 117人 6.9% 89人 5.2% 206人 12.1% 116人 6.9% 75人 4.4%

退所児童 237人 14.0% 216人 12.7% 453人 26.7% 759人 44.7% 88人 5.2%

計 354人 20.9% 305人 17.9% 659人 38.8% 875人 51.6% 163人 9.6%

在籍児童 5人 21.7% 5人 21.7% 10人 43.4% 3人 13.1% 2人 8.7%

退所児童 1人 4.4% 0人 0.0% 1人 4.4% 5人 21.7% 2人 8.7%

計 6人 26.1% 5人 21.7% 11人 47.8% 8人 34.8% 4人 17.4%

在籍児童 41人 16.9% 22人 9.1% 63人 26.0% 31人 12.8% 35人 14.4%

退所児童 21人 8.6% 7人 2.9% 28人 11.5% 48人 19.7% 38人 15.6%

計 62人 25.5% 29人 12.0% 91人 37.5% 79人 32.5% 73人 30.0%

児童自立支援施設 全国 11人 退所児童 1人 9.1% 2人 18.2% 3人 27.3% 6人 54.5% 2人 18.2%

委託児童 5人 17.9% 4人 14.3% 9人 32.2% 1人 3.5% 1人 3.5%

委託解除児童 7人 25.0% 4人 14.3% 11人 39.3% 5人 17.9% 1人 3.5%

計 12人 42.9% 8人 28.6% 20人 71.5% 6人 21.4% 2人 7.0%

計 131人 34.2% 91人 23.8% 222人 58.0% 119人 31.0% 42人 11.0%

東京都 103,282人 72,204人 69.9% 15,683人 15.2% 87,887人 85.1% 6,232人 6.0% 9,163人 8.9%

全国 1,065千人 607千人 57.0% 215千人 20.2% 822人 77.2% 161千人 15.1% 82千人 7.7%

※（ 児童養護施設・ 児童自立支援施設・ 里親） 社会的養護現況調査（ 国） よ り

※（ 全中卒者、 全高卒者） 学校基本調査（ 国） よ り

(参考)全高卒者

児童養護施設

東京都 180人

全国 1,697人

里親
東京都 28人

全国 383人

自立援助ホーム

東京都 23人

全国 243人

児童自立支援施設

(参考)全中卒者

令和５ 年3月高等学校

卒業児童数

進学

大学等 専修学校等 合計

令和５ 年3月中学校

卒業児童数

進学
就職

児童養護施設

その他
高校等 専修学校等 合計

就職 その他
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５  児童相談所等の運営状況 

 

（ １ ）  児童相談所の相談受理状況 

児童相談所が受理し た相談件数は、増加傾向にあり ま す。特に、 被虐待相談は

急増し ており 、 １ ０ 年前と 比較し 、 ４ 倍以上と なっ ていま す。  

 

 

 
資料： 福祉局 

 

（ ２ ）  児童福祉司一人当たり 相談件数 

都児童相談所の児童福祉司１ 人当たり が受理する 虐待相談は、 年々減少し て

おり 、 近年は一人５ ０ 件と なっていま す。  

 

26,627件

44,741件

50,344件
53,695件

49,394件
52,066件

5,933件

21,019件
25,657件 26,604件

22,870件 24,164件

0件

10,000件

20,000件

30,000件

40,000件

50,000件

60,000件

平成2 5 年度 令和元年度 令和２ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度

相談受理件数 う ち被虐待相談

114.9
98.4 94.8

70.7 65.065.9 60.6 56.0
39.2

0 件

20 件

40 件

60 件

80 件

100 件

120 件

140 件

令和元年度 令和2 年度 令和３ 年度 令和4 年度 令和5 年度

児童福祉司一人当たり 総相談件数

児童福祉司一人当たり 虐待相談件数

※上記の件数は特別区児童相談所分を含む 

36.0 
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資料： 福祉局 
（ ３ ）  一時保護所新規入所状況 

都一時保護所入所件数はほぼ横ばいにあり 、 特に学齢児の割合が大き く なっ

ていま す。  

 

 
資料： 福祉局 

 

（ ４ ）  一時保護委託での新規保護人数 

都一時保護委託件数は年間１ ,０ ０ ０ 件を超える 水準で推移し ていま す。  

 

 

資料： 福祉局 

 

288 246 245 233 201 

2,017 
1,885 

2,007 1,945 1,922 

0人

500人

1,000人

1,500人

2,000人

2,500人

令和元年度 令和２ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度

乳幼児 学齢児

524 438 586 
427 436 

815 
703 

781 

623 683 

0人

400人

800人

1,200人

1,600人

令和元年度 令和２ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度

乳幼児 学齢児

1,339  
1,141 

1,049  

1,367  

2,305  2,252  
2,178  2,131 2,123 

1,119  
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（ ５ ） 一時保護所入所率、 平均保護日数 

緊急での一時保護が必要なケース も 多く 、 都一時保護所における 年間平均入

所率は 1 0 0 ％超が常態化し ていま す。

ま た、 一人当たり の平均保護日数は、 ５ 0 日を超える 状況です （ 全国平均３

２ .７ 日： 令和３ 年度）。

  資料： 福祉局 

-28-

区　　分 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度

入所定員A 237人 237人 250人 250人 237人

1日当たり
平均入所数B 269.2 人 248.4 人 266.1 人 319.3 人 324.4 人

平均入所数率　
B A 113.6% 104.9% 114.5% 127.8% 129.8%

一人当たり平均
保護日数

41.9 日 42.6 日 44.4 日 52.5 日 54.6 日
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（ ６ ） 一時保護委託解除状況（ 特別区児童相談所分を 含ま ない。）  

都児童相談所の一時保護委託解除状況においては、児童養護施設や乳児院、里

親の割合が高く なっていま す。  

※一時保護委託解除時、「 対象の児童がどこ の施設等に委託さ れていたか」 の内訳を記載

し ていま す。  

 

 

 

資料： 福祉局 

令和元年度 令和２ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度

児童養護施設 3 5 1 2 1 2 2 8 1 1 6 6 1 6 5

乳児院 2 9 4 2 0 4 2 4 6 2 6 0 2 9 1

児童自立支援施設 1 4 4 1 1 1 2

児童心理治療施設 0 0 0 1 2

障害児施設 6 8 8 1 5 9 7 4 8 2

その他の施設 3 2 4 2 3 2 4 7

里親 3 2 9 2 2 2 2 1 4 2 1 0 2 3 0

その他 2 8 1 3 9 5 5 3 1 3 1 4 3 3 4

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

単位： 人 

1,369 

1,160 

1,374 

1,030 

1,113 
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【 補足】 統計数値について 

（ ２ ） ～（ ６ ） の統計数値については、 特別区児童相談所分を 含ま ない数値

と し ていま す。  

令和２ 年度 世田谷区、 江戸川区、 荒川区（ 令和２ 年７ 月１ 日）  

令和３ 年度 港区 

令和４ 年度 中野区、 板橋区（ 令和４ 年７ 月１ 日）、 豊島区（ 令和５ 年２ 月１ 日）  

令和５ 年度 葛飾区（ 令和５ 年 1 0 月１ 日）  

 

（ １ ） ～（ ６ ） の統計数値のう ち、 令和３ 度以前の数値は福祉行政報告例の

訂正前の数値で記載を し ていま す。 令和４ 年度以降については、 訂正後の数値

で記載をし ていま す。 1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉行政報告例の訂正について 

福祉行政報告例においては、 児童相談所が虐待と 判断し たも ののみを 「 虐待相談対応件数」 に計上する こ

と と し ていま すが、 実際に児童相談所が相談対応し たにも 関わら ず、「 虐待に該当し ない」 と 判断し たも

のが統計に反映さ れないため、 都はこ う し たケース も 対応件数に含めていま し た。  
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６  子育て短期支援事業（ ショ ート ス テイ ） の状況 

 

（ １ ） ショ ート ス テイ 事業を 実施し ている 自治体数 

以下のと おり 、 ほぼすべての自治体においてショ ート ス テイ 事業が実施さ れ

ていま す。  

 

 

 

                       （ 令和６ 年４ 月１ 日現在）  

資料： 福祉局 

 

 

（ ２ ） 施設種別 

施設種別は児童養護施設が最も 多く （ 3 6 ％）、 その他協力家庭等（ 2 2 ％）、

乳児院（ 2 1 ％） が続いていま す。  

 

 

（ 令和６ 年４ 月１ 日現在）  

資料： 福祉局 

 

 

3 5 施設, 2 1 %

6 0 施設, 3 6 %
2 1 施設, 

1 3 %

7 施設, 4 %

5 施設, 3 %

1 施設, 1 %
3 7 家庭, 2 2 %

乳児院 児童養護施設

母子生活支援施設 子供家庭支援センタ ー

保育所 派遣型

その他

区 市 町村 合合計計

23 26 2 55 11

（ ｎ ＝１ ６ ６ 施設）  
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７ 代替養育を必要とする児童数の推計 

 

＜定義＞ 

代替養育を 必要と する 児童数と は、 保護者のない児童又は保護者に監護さ せ

る こ と が不適当である と 認めら れる 児童であっ て、 里親・ フ ァ ミ リ ーホームに

委託し 、 又は児童養護施設等に入所さ せて養育する こ と が必要な者の数を 言い

ま す。  

 

＜算定に当たっての基本的な考え方＞ 

 算定に当たっては、 都と 児相設置区それぞれが計画の策定主体と し て、 代替

養育が必要な児童数を 算定する こ と が求めら れま すが、 児童は広域に渡っ て入

所措置さ れる など 、 必ずし も 一つの区で完結し ないこ と から 、 整合を 図り なが

ら 、 全体の数値を 算定する こ と が必要と なり ま す。  

 

 

 

 

 

 

 上図のと おり 、 児相設置区は各区分の数値を 算定、 都は児相設置区以外の都

管轄分の数値を算定し 、 合計し た数値を 都全体の代替養育が必要な児童数と し

て扱いま す。  

 

＜算定方法＞ 

都と 区の合計数を都全体の数値と する ためには、 都と 区共通の方法で算定す

る こ と が望ま し いですが、 一方で、 児相設置以降の事例蓄積や区ごと の予防的

支援の取組の違いなど 、 自治体間の違いも 考慮する 必要があり ま す。  

 

 

【 都区共通の算定方法】  

 上記を踏ま え、 都及び児相設置区においては、 共に以下の方法で算定する こ

と と し ま す。  

前年度末の措置児童数 ＋ （ 新規措置児童数－退所児童数）   

＋ 潜在需要 － 予防的支援での家庭維持見込数 

 

 なお、 下線部については、 各自治体の実情を 踏ま え算定の有無、 算定方法を

判断する こ と と し ま す。  

児相設置区８ 区分 

⇒ 各区が算定 

児相設置区以外の都管轄分 

⇒ 都が算定 
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① 措置児童数の推計 

 

＜推計方法＞ 

 

ア 児童人口を推計 

都政策企画局が令和６ 年８ 月に公表し た「『 未来の東京』 戦略 附属資 料 

東京の将来人口」 等を も と に、 計画期間における 児童人口（ ０ 歳～1 7 歳） を

推計（ 以下、 児童人口推計） し ていま す。  

 

イ 児童相談所における養護相談対応件数（相談件数）を推計 

児童人口に対する 相談件数の割合（ 相談件数割合） の伸び率（ 直近実績の令

和 3 年度から ４ 年度の伸び率： 1 .0 4 1 ） を 前年度の相談件数割合に乗じ て、 各

年度の相談件数割合を 推計し ていま す。  

次に、 各年度の児童人口推計に相談件数割合を乗じ 、 相談件数を推計し ま し

た。  

 

ウ 新たに代替養育が必要となる児童数（新規措置児童数）を推計 

相談件数に対する 新規措置児童数の割合（ 令和 2 年度から 4 年度の 3 か年

平均： 0 .0 2 1 ） を 相談件数に乗じ て、 各年度の新規措置児童数を推計し ていま

す。  

 

エ 自立等により代替養育が不要となる児童数（退所児童数）を推計 

前年度末の措置児童数に対する 退所児童数の割合（ 令和３ 年度、 ４ 年度の２

か年平均： 0 .1 9 8 ） を 、 前年度末の措置児童数に乗じ て、 当年度における 退所

児童数を推計し ていま す。  
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＜推計値 ①（ 都管轄分） ＞ 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 1 0 年度 令和 1 1 年度 

児童人口 1 ,3 5 2 ,4 2 0 人 1 ,3 4 4 ,2 9 0 人 1 ,3 3 6 ,1 6 0 人 1 ,3 2 8 ,0 3 0 人 1 ,3 1 9 ,9 0 0 人 

相談件数 3 0 ,3 0 8 件 3 1 ,3 5 3 件 3 2 ,4 3 3 件 3 3 ,5 4 9 件 3 4 ,7 0 2 件 

新規措置 

児童数 
6 2 9 人 6 5 1 人 6 7 4 人 6 9 7 人 7 2 1 人 

退所児童数 5 7 3 人 5 8 4 人 5 9 7 人 6 1 2 人 6 2 9 人 

年度末 

措置児童数※ 
2 ,9 4 2 人 3 ,0 0 9 人 3 ,0 8 6 人 3 ,1 7 1 人 3 ,2 6 3 人 

 

＜推計値 ①（ 区児相分） ＞ 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 1 0 年度 令和 1 1 年度 

児童人口 4 9 0 ,9 8 9 人 4 8 5 ,6 9 3 人 4 7 9 ,9 2 0 人 4 7 3 ,9 6 5 人 4 6 7 ,6 7 3 人 

相談件数 1 2 ,7 0 0 件 1 2 ,9 9 3 件 1 3 ,2 9 3 件 1 3 ,5 8 2 件 1 3 ,9 2 5 件 

新規措置 

児童数 
2 0 4 人 2 0 7 人 2 1 0 人 2 1 1 人 2 1 4 人 

退所児童数 2 0 2 人 2 0 5 人 2 0 3 人 2 0 4 人 2 0 7 人 

年度末 

措置児童数※ 
9 7 3 人 9 7 5 人 9 8 2 人 9 8 9 人 9 9 6 人 

 

＜推計値 ①（ 都全域（ 都管轄分＋区児相分）） ＞ 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 1 0 年度 令和 1 1 年度 

児童人口 1 ,8 4 3 ,4 0 9 人 1 ,8 2 9 ,9 8 3 人 1 ,8 1 6 ,0 8 0 人 1 ,8 0 1 ,9 9 5 人 1 ,7 8 7 ,5 7 3 人 

相談件数 4 3 ,0 0 8 件 4 4 ,3 4 6 件 4 5 ,7 2 6 件 4 7 ,1 3 1 件 4 8 ,6 2 7 件 

新規措置 

児童数 
8 3 3 人 8 5 8 人 8 8 4 人 9 0 8 人 9 3 5 人 

退所児童数 7 7 5 人 7 8 9 人 8 0 0 人 8 1 6 人 8 3 6 人 

年度末 

措置児童数※ 
3 ,9 1 5 人 3 ,9 8 4 人 4 ,0 6 8 人 4 ,1 6 0 人 4 ,2 5 9 人 

※前年度末措置児童数＋新規措置児童数－退所児童数 
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② 潜在需要及び予防的支援での家庭維持見込数の推計 

 

＜推計方法＞ 

 

都管轄分においては、 在宅指導中で施設等の利用が可能であっ たが、 児童本

人が希望し なかっ たこ と など によ り 利用でき なかっ た児童数を 潜在需要と し て

算定し ま し た。  

具体的には、 当該児童の割合（ 施設 0 .0 3 0 、 里親 0 .0 6 9 ※） を 、 直近の相

談件数に対する 在宅指導中児童数の割合（ 0 .0 9 8 ） から 推計し た各年度におけ

る 在宅指導中児童数に乗じ て推計し ていま す。  

※平成 3 0 年度及び令和元年度における 児童相談所調査結果の 2 か年平均 

 

なお、 都管轄分の予防的支援での家庭維持見込数については、 現時点では都

全体での事例蓄積が十分でなく 、 予防効果の定量化が困難である こ と から 、 推

計においては算定し ないこ と と し ま す。  

 

一方、 児相設置区においては、 潜在需要及び予防的支援での家庭維持見込数

について、 各区の事例等に基づき 、 算定の有無、 算定方法を決定の上、 推計し

反映し ていま す。  

 

＜推計値 ②（ 都管轄分） ＞ 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 1 0 年度 令和 1 1 年度 

潜在需要等 1 1 2 人 1 1 6 人 1 1 9 人 1 2 3 人 1 2 8 人 

 

＜推計値 ②（ 区児相分） ＞ 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 1 0 年度 令和 1 1 年度 

潜在需要等 1 1 9 人 1 1 9 人 1 1 9 人 1 2 0 人 1 1 9 人 

 

＜推計値 ②（ 都全域（ 都管轄分＋区児相分）） ＞ 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 1 0 年度 令和 1 1 年度 

潜在需要等 2 3 1 人 2 3 5 人 2 3 8 人 2 4 3 人 2 4 7 人 
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③  代替養育を必要とする児童数の推計結果 

こ れま での推計を も と に、 目標年次ごと の代替養育を 必要と する 児童を

推計し た結果は、 以下のと おり と なり ま す。（ ①＋②）  

 

＜推計値 ③（ 都管轄分） ＞ 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 1 0 年度 令和 1 1 年度 

代替養育を 必要

と する 児童数 
3 ,0 5 4 人 3 ,1 2 5 人 3 ,2 0 5 人 3 ,2 9 4 人 3 ,3 9 1 人 

 

＜推計値 ③（ 区児相分） ＞ 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 1 0 年度 令和 1 1 年度 

代替養育を 必要

と する 児童数 
1 ,0 9 2 人 1 ,0 9 4 人 1 ,1 0 1 人 1 ,1 0 9 人 1 ,1 1 5 人 

 

＜推計値 ③（ 都全域（ 都管轄分＋区児相分）） ＞ 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 1 0 年度 令和 1 1 年度 

代替養育を 必要

と する 児童数 
4 ,1 4 6 人 4 ,2 1 9 人 4 ,3 0 6 人 4 ,4 0 3 人 4 ,5 0 6 人 

（ 前計画比）  △4 5 8 人 △4 1 8 人 △3 5 6 人 △2 7 9 人 △1 9 2 人 

 

次に、 措置児童の年齢別構成比率（ 令和 4 年度） を 、 各年度の代替養育を 必要

と する 児童数に乗じ て、 各年齢区分別の児童数を算出し ていま す。  

 

（ 年齢区分別）  

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 1 0 年度 令和 1 1 年度 

３ 歳未満 3 5 7 人 3 6 3 人 3 7 1 人 3 7 9 人 3 8 8 人 

３ 歳以上就学前 4 2 8 人 4 3 5 人 4 4 4 人 4 5 4 人 4 6 5 人 

学童期以降 3 ,3 6 1 人 3 ,4 2 1 人 3 ,4 9 1 人 3 ,5 7 0 人 3 ,6 5 3 人 

合計 4 ,1 4 6 人 4 ,2 1 9 人 4 ,3 0 6 人 4 ,4 0 3 人 4 ,5 0 6 人 
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８ 里親等委託児童数及び里親等登録数の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 里親等委託児童数の年次・年齢区分別推計 

７ 「 代替養育を 必要と する 児童数の推計」 の推計結果及び年次別の里親等へ

の委託率（ 目標） を基に、 里親等委託児童数を 推計し ていま す。  

 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 1 0 年度 令和 1 1 年度 

３ 歳未満 
7 6 人

（ 2 1 .3 % ）  

1 0 4 人

（ 2 8 .7 % ）  

1 3 3 人

（ 3 5 .8 % ）  

1 6 4 人

（ 4 3 .3 % ）  

1 9 6 人

（ 5 0 .5 % ）  

３ 歳以上就学前 
1 4 7 人

（ 3 4 .3 % ）  

1 6 6 人

（ 3 8 .2 % ）  

1 8 8 人

（ 4 2 .3 % ）  

2 1 1 人

（ 4 6 .5 % ）  

2 3 5 人

（ 5 0 .5 % ）  

学童期以降 
7 5 1 人

（ 2 2 .3 % ）  

8 7 0 人

（ 2 5 .4 % ）  

9 9 1 人

（ 2 8 .4 % ）  

1 ,1 2 3 人

（ 3 1 .5 % ）  

1 ,2 5 5 人

（ 3 4 .4 % ）  

合計 
9 7 4 人 

（ 2 3 .5 % ）  

1 ,1 4 0 人 

（ 2 7 .0 % ）  

1 ,3 1 2 人 

（ 3 0 .5 % ）  

1 ,4 9 8 人 

（ 3 4 .0 % ）  

1 ,6 8 6 人 

（ 3 7 .4 % ）  

 

  

（ 里親等委託率の考え方）  

〇 都内では、 ケアニーズの高い児童が増加し ており 、 児童養護施設での支援が必

要な児童等の入所が今後も 見込ま れま す。  

〇 ま た、 前回計画最終年度における 目標値 37.4％の達成に向け、 着実に実績を伸

ばし ている と こ ろですが、 令和５ 年度実績で 17.5％（ 目標値 18.7％） と 、 現状、 目

標値を若干下回っている 状況です。  

➤ 上記を踏ま え、 各種施策をさ ら に強力に推進し 、 本計画においても 前回計画の

目標を維持し 、 確実な目標達成を目指し ていく こ と と し ま す。  

  本計画期間後も 、 更なる 向上を目指し て施策を推進し ていき ま す。  
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（２） 将来に向け必要な里親登録数等 

里親等委託児童数の推計結果を 基に、 必要と なる 里親登録数及びフ ァ ミ リ ー

ホーム定員数を推計し ま す。 令和 1 1 年度ま でに、 稼働率を 令和５ 年度末の４

１ ． ３ ％から ５ ０ ． ０ ％に引き 上げる こ と で、 必要と なる 里親登録数等は以下

のと おり と なり ま す。  

 

 

           里親・ FH への委託児童数 

 稼働率 ＝  

       里親登録数×平均受託児童数＋FH の定員数 

                                 

（ ※平均受託児童数 1 .1 7 人）  

 

  

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 1 0 年度 令和 1 1 年度 

委託児童数 9 7 4 人 1 ,1 4 0 人 1 ,3 1 2 人 1 ,4 9 8 人 1 ,6 8 6 人 

稼働率 4 5 .0 %  4 7 .0 %  4 8 .0 %  4 9 .0 %  5 0 .0 %  

フ ァ ミ リ ーホーム 

定員数 
1 9 2 人 2 0 4 人 2 1 6 人 2 2 8 人 2 4 0 人 

里親登録数 1 ,6 8 6 家庭 1 ,8 9 9 家庭 2 ,1 5 2 家庭 2 ,4 1 8 家庭 2 ,6 7 7 家庭 
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９ 施設で養育が必要な児童数の推計 

 

（１） 施設で養育が必要な児童数 

７ 「 代替養育を 必要と する 児童数の推計」 結果から 、 ８ 「 里親等への委託児

童数の推計」 結果を差し 引き 、「 施設で養育が必要な児童数」 を 推計し ま す。  

 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 1 0 年度 令和 1 1 年度 

３ 歳未満 2 8 1 人 2 5 9 人 2 3 8 人 2 1 5 人 1 9 2 人 

３ 歳以上就学前 2 8 1 人 2 6 9 人 2 5 6 人 2 4 3 人 2 3 0 人 

学童期以降 2 ,6 1 0 人 2 ,5 5 1 人 2 ,5 0 0 人 2 ,4 4 7 人 2 ,3 9 8 人 

合計 3 ,1 7 2 人 3 ,0 7 9 人 2 ,9 9 4 人 2 ,9 0 5 人 2 ,8 2 0 人 

  ※6 （ 3 ） 代替養育を必要と する 児童数の推計結果－7 （ 1 ） 年次・ 年齢区分別推計 

 

（２） 必要な施設定員数 

「 施設で養育が必要な児童数」 を 基に、 施設養育と し て必要な定員数を 推計

し ま す。  

3 歳未満は、 乳児院の入所率（ 約 7 0 ％） の定員規模で推計（ 必要数の約

1 4 0 % ） し 、 3 歳以上就学前と 学童期以降は、 児童養護施設の入所率（ 約

9 0 ％） の定員規模で推計（ 必要数の約 1 1 0 ％） し ていま す。  

 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 1 0 年度 令和 1 1 年度 

３ 歳未満 4 0 1 人 3 7 0 人 3 4 0 人 3 0 7 人 2 7 4 人 

３ 歳以上就学前 3 1 2 人 2 9 9 人 2 8 4 人 2 7 0 人 2 5 6 人 

学童期以降 2 ,9 0 0 人 2 ,8 3 4 人 2 ,7 7 8 人 2 ,7 1 9 人 2 ,6 6 4 人 

合計 3 ,6 1 3 人 3 ,5 0 3 人 3 ,4 0 2 人 3 ,2 9 6 人 3 ,1 9 4 人 

 

なお、 代替養育を必要と する 児童は、 令和 1 1 年度ま で毎年増加する 見込み

である と と も に、 施設では一定数、 一時保護児童も 受け入れていま す。 特に、

都の一時保護所は乳児には対応し ていないため、 一時保護における 乳児院の役

割は重要です。  

引き 続き 里親等への委託を 推進し ていき ま すが、 十分な里親等登録数を 確保

する ま では、 保護が必要な児童の行き 場がなく なる こ と のないよ う 、 施設養育

の定員数も 十分に確保し ておく 必要があり ま す。  
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１ ０  子供へのアンケート ・ ヒ アリ ング調査 

 

〇 当事者である 子供の権利に関し ては、令和４ 年改正児童福祉法において子供の権利

擁護に係る 環境整備が都道府県の業務と し て位置付けら れる と と も に、 里親等委託、

施設入所等の措置、 一時保護の決定、 解除、 更新等の際に、 意見聴取等を行う こ と と

さ れま し た。  

 

〇 こ う し た情勢の変化も 踏ま え、計画の策定に当たっては、 里親や児童養護施設等に

在籍し ている 子供の意見を反映する ため、アンケート 調査及びヒ アリ ングによ る 意見

聴取を行いま し た。  

 

〇 本調査等によ り 得ら れた貴重な意見を基に、 都と し ては、 子供の最善の利益確保に

向けて、子供自身や周囲の大人に対する 子供の権利に関する 啓発や子供の意見表明を

支援する 取組など を充実し ていき ま す。  

 

〇 ま た、 家庭養育優先原則と パーマネンシー保障の理念に基づき 、 き め細かなケース

マネジメ ント を行う こ と ができ る よ う 児童相談所の体制強化を図る と と も に、施設で

の養育が必要な子供ができ る 限り 良好な家庭的環境で過ごせる よ う 、 施設の小規模

化・ 地域分散化を進める など 環境整備に取り 組んでいき ま す。  
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  調査概要   

（ １ ） 調査対象： 都内の児童養護施設・ 自立援助ホーム・ 里親・ ファ ミ リ ーホームに措

置ま たは委託さ れている 児童（ 小学校高学年から 高等学校３ 年生ま で） 

 

（ ２ ） 調査方法： 対象と なる 子供に対し て事前アンケート を実施し ていま す。 よ り 深く

子供の意見を引き 出すため、 アンケート で聞いた内容をベース に、複

数名のワ ーク ショ ッ プ型を基本と し てヒ アリ ングを実施し ま し た。  

 

（ ３ ） 実施時期： 令和６ 年８ 月から １ １ 月 

 

（ ４ ） 回答者数： ２ ４ 名（ 内訳は下記のと おり ）  

 

【 施設等種別内訳】  

施設等 回答者数 

児童養護施設 １ ５ 名 

自立援助ホーム ５ 名 

里親・ ファ ミ リ ーホーム ４ 名 

合計 ２ ４ 名 

 

【 属性別内訳】  

属性 回答者数 

小学生 ５ 名 

中学生 ３ 名 

高校生 １ ２ 名 

フ リ ース ク ールに通う 学生 ３ 名 

その他 １ 名 

合計 ２ ４ 名 

 

 

（ ５ ） アンケート ・ ヒ アリ ングの実施内容 

 普段の生活や学校、 友人と の間での困り ごと や本人の希望について、 選択式及び自由

記述式の設問でアンケート 調査をし ていま す。  

ま た、 子供の考えを引き 出し やすいよ う 、 アンケート 調査実施後、 特に自由記述式の

設問への回答内容をも と にヒ アリ ングを実施し ま し た。  

なお、ヒ アリ ング実施時には都児童福祉審議会専門部会委員にも ご参加いただき ま し

た。  
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主なアンケート 調査結果（ 児童養護施設、 自立援助ホーム 、 里親 N=24）   

 

（ １ ） 周り の人にど のく ら い自分の気持ちや意見を言えている か。  

 

 

 

（ ２ ） 周り の人に気持ちや意見を言ったと き 、 周り の人は話を聞いてく れる か。  
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（ ３ ） あなたの気持ちや意見が、 周り の人に大切にさ れている と 感じ ている か。  

 

 

 

（ ４ ） 気持ちや意見を伝えたと き 、 気持ち等について、 どのよ う に大人が考えたり 、 ど

のよ う に大人が対応する か説明さ れている か。  
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（ ５ ） 児童相談所の職員に伝えたいこ と を伝える こ と ができ ている か。  

 

 

 

（ ６ ） 児童相談所の職員にも っと 会いに来ても ら いたいか。  
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（ ７ ） 安心し て過ごせる 居場所がある か。（ 複数回答を含みま す。）  

 

 

 

（ ８ ） その他 

 

① 普段の生活で困ったこ と や嫌だったこ と はある か。  

児童養護施設と 自立援助ホームへのアンケート 結果では、「 我慢する こ と が多い」、

「 決ま り やルールが多い」 と いった回答が多く 、里子へのアンケート 結果では、「 困

ったこ と や嫌だったこ と はない」 の回答が最も 多い結果と なり ま し た。  

 

② 施設職員、 里親にどのよ う なこ と をし てほし いか。  

児童養護施設と 自立援助ホームへのアンケート 結果では、「 一緒に遊んでほし い」、

「 話をし っかり き いてほし い」、「 困っている こ と がなく なる よ う に一緒に考えてほ

し い」 と いった回答が多く 、 里子へのアン ケート 結果でも 、「 話をし っかり き いて

ほし い」、「 困っている こ と がなく なる よ う に一緒に考えてほし い」 の回答が多い結

果と なり ま し た。  
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 主な子供の意見（ アンケート 自由記述及びヒ アリ ング）   

※よ く 似た意見の統合や、 誤字脱字の修文等の編集をし ていま す。  

 

ト ピ ッ ク  

 

主な子供の意見 

 

職員等と の コ ミ ュ

ニケーショ ン 

・ 週１ 回く ら いは雑談でき る 時間が欲し い 

・ 一緒に話す時間がも っと ほし い 

・ 日々のコ ミ ュ ニケーショ ンに関する 相談がし たい 

・ 第３ 者の聞き 取り 機会が欲し い 

・ 困っ ている と き には意見を だし てく れたり し て受けと めて

も ら っている  

・ 気持ちや意見は言えている  

施設等でのルール ・ ス マート フ ォ ンを持たせてほし い 

・ 就寝時間を遅く し てほし い 

・ 友達の家に泊ま り たい 

・ 生き 物を飼える よ う にし てほし い 

・ 身だし なみを整える 程度のメ イ ク は認めても ら いたい 

・ 職員がルールを決める 際にも っと 意見を聞いてほし い 

・ アルバイ ト 代を自由に使える よ う にし てほし い 

・ 見ら れる テレ ビ 番組を増やし てほし い 

・ 共有ス ペース で電子機器を使える よ う にし てほし い 

・ レ シート をも ら わなく ても 買い物でき る よ う にし てほし い 

施設等の 設備や環

境の充実 

・ グラ ウ ンド やバス ケッ ト コ ート が欲し い 

・ 庭にプールが欲し い 

・ ゲーム機が欲し い 

・ 洗濯機やエアコ ン等の設備が古すぎる ので、新し く し てほし

い 

・ イ ンタ ーネッ ト 環境がない 

その他 ・ 祖父母の家など 、 以前いた場所が安心でき る  

・ 大人数が得意ではなく 、 少人数が良い 

・ 過去に在籍し た施設の人と 連絡をと り たい 

・ 区市町村職員が何度も 話を聞いてく れ、「 諦める な」 と いっ

てく れた 

・ 習い事をし たい 

・ バイ ク や車に乗り たい 
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１ １  子供へのアンケート ・ ヒ アリ ング調査（ 一時保護所）  

 

〇 令和４ 年改正児童福祉法によ り 、 児童相談所は一時保護等の際に、 児童の最善の利

益を考慮し つつ、 児童の意見・ 意向を勘案し て措置を行う ため、 児童の意見聴取等を

行う こ と と さ れま し た。  

具体的には、 一時保護の決定、 解除、 更新等の際に、 児童の意見を 聴取し ており 、

一時保護所の運営の中においても 、 その意見を尊重する こ と が求めら れていま す。  

 

〇 都の一時保護所では、 毎年度外部評価を受審し 、 その中で児童へのアンケート （ 利

用者調査） を実施し ており 、 一時保護所運営の質を向上さ せる 取組を行っ ていま す。 

一時保護児童への利用者調査においては、 一時保護所の生活環境や、 支援内容に関

する 意見を聴取し 、 それを基に改善策を講じ ていま す。  

 

〇 さ ら に、 法改正に伴い、 意見表明等支援員の導入が進めら れており 、 令和６ 年度よ

り 一部の保護所において試行実施し ていま す。  

意見表明等支援員は、児童が自分の意見を表明し やすい環境を整える 役割を担って

おり 、 こ れによ り 児童の意見がよ り 一層尊重さ れる よ う になっていま す。  

 

〇 今回、 社会的養育推進計画の策定にあたり 、 こ う し た日頃の活動から 聴取し た児童

の意見のほか、 一時保護中の児童や、 一時保護所を退所し た児童から も アンケート 調

査及びヒ アリ ングによ り 意見聴取を行いま し た。  

児童の声を施策に生かし 、 心身と も に健やかにし て、 安全な生活を送る こ と を保障

する ためのよ り 良い社会的養育環境の実現を目指し ていま す。  

 

 

  調査概要  

（ １ ） 調査対象： 都の一時保護所に入所中及び退所後の児童（ 就学前の児童から 高等学

校３ 年生ま で）  

 

（ ２ ） 調査方法： 都の児童相談所（ １ １ か所） に対し 、 一時保護所に入所中の児童（ 未

就学の児童含む）、 及び退所後の児童に対し 、 児童福祉司など がアン

ケート 内容に沿っ た調査及びヒ アリ ン グによ り 意見聴取を 行いま し

た。  

 

（ ３ ） 実施時期： 令和６ 年７ 月から ８ 月 

 

（ ４ ） 回答者数： ９ ３ 名（ 内訳は下記のと おり ）  
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【 種別内訳】  

施設等 回答者数 

一時保護所入所中 ５ ８ 名 

一時保護所退所後 ３ ５ 名 

合計 ９ ３ 名 

 

【 属性別内訳】  

属性 回答者数 

就学前 １ ５ 名 

小学生 ３ ６ 名 

中学生 ２ ４ 名 

高校生 １ ８ 名 

合計 ９ ３ 名 

 

 

（ ５ ） 聞き 取り 調査の実施内容 

 一時保護所での生活について、 良いと 思う こ と や嫌だと 思う こ と 、 権利擁護などにつ

いて対象児童の状況に応じ て、児童福祉司等が隣でサポート し ながら 又は口頭によ る 聞

き 取り によ り 調査を実施し ていま す。   
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主なアンケート 調査結果（ 小学生以上 N=78、 保護中 N=43、 退所後 N=35）   

 

（ １ ）  一時保護所での生活で良いと 思う こ と ・ 思ったこ と 。  

  

 一時保護所の生活について、 概ね良いと 感じ ている こ と が分かり ま す。特に食事に関

する 事柄の満足度が高いです。 次いで入浴や児童同士での遊び・ 会話、 職員と の会話・

相談が可能である こ と について、 満足度が高く なっていま す。  
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毎日お風呂に入れること

本を読んだり、ゲームやおもちゃで遊べること

早寝・早起きなどの生活のリズムを整えることができたこと

安心して過ごせていること

自分のこれからのことを考えることができたこと

勉強を教えてもらえること、勉強する習慣ができたこと

自分自身のこれまでのことを振り返ることができたこと

自由に過ごせたり、一人になれる時間があること

あてはまるものはない

その他
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自分の意見や希望を聞いてくれる大人がいること
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（ ２ ）  一時保護所での生活で嫌だと 思う こ と ・ 思ったこ と 。  

 

友人と 会えない・ 連絡でき ない、 ス マート フ ォ ンや携帯電話を使えないこ と が６ 割

以上と 不満が高い結果と なっていま す。 通学でき ないこ と が４ 割以上、 先生と 会えな

いこ と など が 3 割以上と なっており 、 学校関連の不満も 感じ ている こ と が分かり ま

す。  
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3.一時保護所での生活で嫌だと思うこと・思ったことを教えてください。
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（ ３ ）  あなたは、 必要な時に保護所の職員に相談でき ま し たか。  

 

  相談でき た割合は全体では 6 割を超えていま す。 相談でき たと 回答し たのは保護

中よ り も 退所後の児童の方が約１ ３ ％高い割合と なり ま し た。  

 

 

 

（ ４ ）  相談でき なかった理由を教えてく ださ い。  

 

 保護中の児童では、 時間がなかったから が最も 割合が高く 、 その次に職員が忙し そう

だったから と なっていま す。 退所後の児童では、 他の人の目が気になる から 、 相談し づ

ら い雰囲気だったから 、 その他が４ 割で同数の割合と なっていま す。  

 

 

-51-

61.5%

55.8%

68.6%

17.9%

20.9%

14.3%

19.2%

23.3%

14.3%

1.3%

2.9%

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%0%

全体

保護中

対処後
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（ ５ ）  あなたは一時保護所に私物を持ち込んでいま すか。  

 

  私物の持ち込みに関し ては、 全体では半々ぐ ら いの割合と なっていま すが、 保護中

は持ち込んでいる が、 退所後は持ち込んでいない、 が高い割合と なっていま す。  

 

 

 

 

（ ６ ）  持ち込んだ私物を教えてく ださ い。  

 

  全体でみる と その他を除き 、 学習道具が約 4 割と 最も 高く 、 次いで私服が 3 割強

でし た。  
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（ ７ ）  あなたは保護所でプラ イ バシー（ 他人に知ら れたく ないこ と ） が守ら れている と

か、 大事にさ れている と 思いま すか。  

 

  プラ イ バシーが守ら れている と 回答し た児童は全体では約 9 割と 高い割合でし た

が、退所後の児童で約１ 割は守ら れていない・ 大事にさ れていないと いう 回答でし た。 

 

 

 

（ ８ ） 家族や親族と 話し たいと き に、 連絡がと れま し たか、 ま たは、 連絡をと っても ら

えま し たか。  

 

  連絡がと れた割合は学年が上がる につれて高く なる も のの、 常に連絡がと れた、全

てではないが大体連絡がと れた、 の割合を合わせても 、 ３ 割に満たない割合でし た。 
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（ ９ ） 通学希望を聞かれま し たか。 ま た希望し た場合、 対応し ても ら えまし たか。  

 

  本質問については、 全体（ ７ ８ 名） のう ち約２ 割（ １ ６ 名） の回答し か得ら れませんで

し た。その中では、半数弱の児童が希望通り の学校に通学でき たも のの、 半数強の児童は

通学希望を聞かれていない、 と いう 結果でし た。  
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 就学前の児童の意見（ ヒ アリ ング）   

 

 

調査項目 

 

主な子供の意見 

 

一時保護所で の 生

活で「 よ かった」「 楽

し い」 と 思う こ と  

・ 遊びが楽し い。 おも ちゃで遊べる （ 9 件）  

・ 食事がおいし い。 おやつがでる （ 4 件）  

・ 先生が優し い（ 3 件）  

・ テレ ビが視聴でき る （ 2 件）  

・ 買い物が楽し い（ 2 件）  

・ 学習が楽し い（ 1 件）  

・ 入浴（ 1 件）  

・ 運動（ 1 件）  

・ 安心（ 1 件）  

 

 

一時保護所の 生活

で「 嫌だ」「 変えてほ

し い」「 も っ と こ う

し た い」「 も っ と こ

う い う こ と が し た

い」 と 思う こ と 。  

・ 嫌なこ と はない（ 7 件）  

・ 特定の食べ物がほし い（ 2 件）  

・ 叱ら れる のが嫌（ 2 件）  

・ 他児におも ちゃをと ら れてし ま う （ 2 件）  

・ 外出し たい（ 2 件）  

・ 家の話をする こ と が嫌（ 1 件）  

・ マス ク が嫌（ 1 件）  

・ う る さ いこ と が嫌（ 1 件）  
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